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鷹島、黒島における2つの小中学校及び1つの保育所（合計186人）は、警戒事態で授集・保育を中止し、保護者へ引き渡す。保護者へ引渡しが

• nu. 
できない児童等は、施設敷地緊急事態になった場合、長崎県又は松浦市が手配する/¥・ス、船舶で避難し、避難先において保護者に引き渡す。
た・屯● く....
鷹島、黒島における医療機関及び社会福祉施設(2施設32人）は、すぺて避難計画を策定済。また在宅の避難行動妻支援者83人全員に支援者が

いることを確認。
支援者の問行により避鞘可能な住民は、支援者の車両や、長崎県、瓜蒲柑などが手配する/¥・ス、福祉車両等で避難先へ移動（九州電力が配傭

"‘んえん

する車両（福祉車両6台を含む）。避難の実施により健康リスクが高まる住民は、放射繰防護対策施設である水仙苑又は黒島住民センターヘ屋内退避

を実施。
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黒島住民tンりー
収容可能者数：65人
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高齢者生活福祉t'J'J—水仙苑
収容可能誉数：so人
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※不測の事腺により確保した輸送能力で 支
対応できない場合など、関係自治体の要 援
＂！こより実動組織（警察、消防、 海保庁、 者
自衛隊）が必要に応じ支援を実施
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鷹島、黒島における12地区において、自家用車で避難できない住民は493人。

凪‘出の住民は、施設敷地緊急事態で避難準備を行い、全面緊急事態になった場合、自家用車により避難先へ移動。

なお、自家用車で避難できない住民は、長崎県又は松浦市が手配する/¥・スや船舶により避難先へ移動。また黒島の

住民は、海路にて避難を実施。
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※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合など、関係自治体の妻謂により実動組織（警察｀消防、海保庁、自衛闊）が必妻に応じ支援を実施
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► 紐屈禰布は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自主防災
組織、消防団等を通じて必要な情報を伝連。

► 一時移転等の指示が出た場合、自家用車で避難できる住民は自家用車で避難先へ移動。自家用車で避難できない住昂」も
ふくし●

集合場所である福島体育館等まで徒歩又は車両で移動した後、長崎県、yi蒲希が確保するI＼・ス等により避難先となる波佐見"”” ふ（し●こう ●つ9ヽし

町内の波佐見町総合文化会館ほか11施設まで移動。仮に陸路避難が困難な場合は、福島港から長崎県、松浦市が確保

する船舶により蒲乃船巻まで移動し、長崎県、t泣蒲治が確保するI＼・ス等により避難先となる波屯遠町へ移動。なお、避難の
実施により健康リスクが高まる住民は、放射線防護対策施設である福為保健センターに屋内退避。

ふ(\,•

► 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、福島保健センターに備蓄。

紐；田冨
（定員70人）
標準所要時間約15分
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↓ ：港
0 ：集合場所
〇 ：防災離着陸

候補地
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※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合など、関係自治体の賽謂により賽動組織（警察、消防、濤保庁、自衛隊）が必饗に応じ支援を賽施 99 

Im臼（長崎県紐面市）における防謹措置 1 乙 内閣府Cablntl Offict, Govtrnmtnt of Japan 

► 函宵市は屋内退避や一時移転等の指示が出た場合、対象となる住民に対して防災行政無線等を活用するほか、自
主防災組織、消防団等を通じて必要な情報を伝達。

“し● と比に9

► 一時移転等？穏示が出た場合、住民は、避難集合場所である飛島地区住民センタ—まで徒歩で移動した後、飛島港か
い●ふ（こう

ら長崎県、松浦市が確保する船舶により今福港まで移動。その後、長崎県、松浦b市が確保するI＼・ス等により避難先と

なる或喧袢向内総合会館まで移動。なお、悪天候等により船舶による避難が困難な場合や避難の実施により健康
地•

リスクが高まる住民は、放射線防護対策施設である飛島地区住民センターに屋内退避。
10 

とびし●

► 屋内退避の実施に必要となる生活物資等については、飛島地区住民センターに備蓄。

吋＞定期四
飛島～苓蘊冦
（定員96人）
標準所要時間約10分
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とびしま

飛島
人口 ：43人
面積5.13km2 

＜放射縁防謹対策施設＞
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飛島地区住民tンりー
収容可能者数：60人
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↓ ：港
0：集合場所
〇 ：防災離着陸
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※不汎りの事態により確保した輸送能力で対応できない場合など、簡係自治体の妻謂により実動組織
（警察、消防、海保庁、自衛隊）が必妻に応じ支援を実施 100 
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